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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第4回昇格試験について

日程：2/23(火)～2/25(木)　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室

時間：17:30～18:30　　　試験対象：中級及び上級試験受験資格者

・第8回院内研修について
日時：2/24(水)　17:15～17:45　　　場所：メモリアルホールメンタルケア病棟4階
テーマ：インフルエンザ、冬場の感染症に関して　　　講師：松山　浩幸氏
・新しい固定電話の設置がされている。内線表と使用方法についてWIZ掲示板に記載されている為、各自確認しておく事。
・インフルエンザの予防と施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～2/17定期訪問実施。体調について確認すると「まだパッとしない」との事。昨日のデイケアも行けなかったと残念そうに答えている。現在の精神状態について本日主治医へ伝えたが、薬の変更はなかったとの事。

・森田　清助　様～2/17定期訪問実施。今住んでいるアパートが古くなり、いつか取り壊すため別のアパートへ引っ越す準備をしておくよう大家の友人から言われており、一人で考え込んでいたと話している。確定ではないとの事だが、引越ししなければならないのかと思って一人でモヤモヤしていたとの事。将来的な話である為、すぐの話ではないと思うこと伝え、もし心配であれば直接大家や、大家の友人に改めて確認してみるよう提案。スタッフへ話して少しスッキリしたとにこやかに話している。

・我満　奈津紀様～子宮頸癌治療の為、3/3より八戸赤十字病院入院予定となっている。手術は3/4に行う予定との事。

・大久保　恒夫様～2/19定期訪問実施。2/6～2/16までのレシートを確認。12月に使い過ぎたので、食費を抑えているとの事。妻様の体調不良について「友人に付き合って、受診日と同じ日にデイケアに行って疲れてしまった。人のためでなく自分の為にデイケアに行くように話している」と話し、主治医を変更する律子様の受診にも付き添うとの事。妻様の受診日が金曜になる事から、次回訪問日を第1・3土曜に変更したいと希望があり、次回は3/5(土)9：00としている。
・大久保　律子様～2/19定期訪問実施。体調確認すると、風邪等は大丈夫だが、精神的に不調との事。「受診日とデイケアを一緒の日にしたら、疲れちゃって具合が悪くなった」と話している。主治医の変更との事で、担当となる医師について気になる様子。受診には夫様が付き添ってくれるので安心だとの事。デイケア利用は、まだ先のことと考えているようだが、引きこもるのも良くないと考えている為、夫様がデイケア利用している間、ふらっとで過ごす事を提案。夫様は「そうしてみれば」と促していたが、本人はあまり考えていない様子。
・寺沢　彩　　様～2/15就労について相談している。今後、江陽にある介護施設の見学をする予定にしているが、一緒に同行して欲しいとの事。見学する際は一度ハローワークを通すよう助言している。青明舎で支援をしていく上で、就労の専門機関（障害者就業・生活支援センターみなと）に繋ぎたいと考えている事を説明。本人もその方が良いと希望し、2/25青明舎スタッフと共に専門機関登録を行う予定との事。

＜グループホーム利用者様情報＞

・番沢　政勝　様～2/16鹿内内科を受診。PL配合顆粒・トランサミン錠250mg・ムコダイン錠250mgを毎食後1日3回、クラリシッド200mg朝・夕食後1日2回を4日分処方されている。

・中村　茂　　様～2/16世話人同行で鹿内内科医院を受診。体温36.5℃血圧116/72で採血と問診を実施。風邪と診断され、今インフルエンザ検査をしても解らない為、検査はせずに今晩熱が上がったら明日受診するようにとの事。PL配合顆粒・トランサミン錠250mg・ムコダイン錠250mgを毎食後1日3回、クラリシッド200mg朝・夕食後1日2回を4日分処方されている。

・中村　与一郎様～実習を終え、今後は一番町のよこまちストアーか、田面木のよこまちストアーで再度実習をし、どちらで就労するか決めていく予定との事。

・関　秀治　　様～PM16:10本人より入電ある。パンションリヴィエラに労働基準監督署から雇用契約の確認があり社長も雇用契約を把握しておらず、契約内容を聞かれた為、前回契約をした相談支援事業所移山寮スタッフに連絡をして欲しいと希望。前回契約を結んだスタッフに連絡し、契約内容の確認を行っている。労働基準監督署の話では、決められた仕事で決まった時間だと労働契約を結ばなければならないとの事。パンションの社長に連絡をし、労働契約を結ばなければならない事、最低賃金適応除外の申請をし、今まで通り雇用して欲しい旨を伝え了解を得ている。本人には今まで通り働いて良い事、手続きの際に必要な書類は、パンションから指示があるのでその通り進めれば良い事を伝え了承している。
・古舘　ヨリ　様～3/3より八戸赤十字病院に2週間入院予定となっている。

＜利用者様情報＞

・木村　美智子様～本日デイケア正式利用開始。利用に関する質問はないか確認すると以前も利用していた為、大丈夫と話している。デイケアの環境について、「誰かに見られている気がする…」と訴えがあり、不安がある際にはスタッフに相談する事、個室を利用する事を提案していると了承している。プログラムでは、集中して縫い物に取り組んだり、スタッフと穏やかに会話しながら折り紙をしている。今後の利用目的については、「特にはないですけど、縫い物などの手作業をしたいです」と希望している。何か不安があった際にはすぐ相談してほしい事を伝えている。
・市澤　信行　様～本日デイケア正式利用開始。正式利用となり緊張していると話しているが、体調を確認すると腰痛と気分の落ち込み共に安定しているとの事。自主的に交流する様子は見られないが、スタッフからの声掛けに表情良く話している。今後の希望については「今は外に出て過ごす事を目標として、今後はまだどうするかはっきりしていないですが、見つけていけたらいいですね」と話している。何か不安なことがある際には、すぐ相談して欲しい事を伝えている。

・赤石　陽介　様～八戸市立市民病院受診後本人より架電あり。先週土曜日から飲食が出来ておらず、医師にウイルス性胃腸炎で入院を勧められたが、断ったと話している。その際、治るまで毎日受診する事と、不調時には無理せずすぐ受診するようにと言われたとの事。「いろいろ迷惑掛けてごめんね」「治ったらちゃんとデイケアに行くから」と話しており、身体不調時には無理せず受診し調子が回復してきてから通所を再開する事と、何かあった際にはすぐ相談するよう促している。
・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供ある。昨日ホールの床に顔を伏せてうつ伏せでいる事が多く見られている。体調については、バイタルサインは異常はないと情報提供ある。本日のデイナイトケアでは、来所時の体温36.3℃。午前の運動プログラムの後、作業療法の用意はしているが、その後床で寝ている。スタッフ声掛けすると起きている。午後のプログラム前も床で寝ているが、プログラムには参加できている。体調については「まあまあ」と眠そうな様子で答えている。今後も様子観察していく。
・佐藤　ミツ子様～2/20服薬変更あり、アムロジピン錠5mg1Tが追加処方となっている。翌朝は血圧126/80mmHgで経過し体調不調ないと情報提供ある。本日のデイナイトケアでは、昨日6時間～7時間眠れたと話している。体調も良いとの事。今後も様子観察行っていく。

・小向　武雄　様～青風荘より情報提供ある。2日前センナリド錠12mg1Tが追加処方になっている。昨日便硬く声高にうなりながら排便をしており「いつも硬いけど今日も硬かった」と話していたと情報提供ある。本日、9：30排便あり。「そんなに硬くなかった」と話している。今後も排便状況を確認していく。

＜外来情報＞
・清水　秋男　様～本人より「デイナイトケアが億劫だけど、行かなきゃいけないか」との訴えあり。主治医より行かなければならない事の説明を受けている。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（藤村　翔　様）　

実施日：H28年2月22日（月）13：30～14：00

担当チーム：吉田･戸賀沢･藤田

参加者：藤田、慶長、川井、會津、馬場、佐藤、金沢 

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	藤村　翔　様
	性別
	男
	年齢
	32
	生年月日
	S58.3.23

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	自宅生活

	家族希望
	グループホームでの生活と病状の安定

	入院歴
	計　1回（最終：H14年9月～H21年9月27日）岩手県立一戸病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年1月4日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護(毎週金曜日)、外来受診(水曜日)、青明舎

	住居：グループホームあおみ

　　　H27.10.1～入居
	家族構成

祖母・父・母・弟



	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援（上限額：5000円）


	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②-1気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
②-2家事について、わからない事を相談できるようになる。
	②-1生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく。
②-2洗い物を一緒に行い、どのくらい出来ているか確認し、必要に応じて助言する。出来ている事は評価する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	・幻聴はあり、自分からスタッフへ話してくる。デイケアの廊下から幻聴が聴こえているとのこと。1/26、大声で独語していることあるが、スタッフ介入により落ち着いている。幻聴に左右された行動は見られない。担当医との問診の際､幻聴の内容について伝えているが、精神状態は安定している。

・症状悪化し、幻聴が著明となった際は服薬調整にて症状改善している。11/4、11/18に処方変更となっている｡服薬管理はきちんと出来ている｡

・不調時にはスタッフに相談して欲しいことを伝えると理解しているが、自ら伝えてくる事はない。
	今後も目標と計画は継続。自分から不調を話す事が少ないため、スタッフから声を掛けていき、不調の有無を確認していく必要がある。また、精神症状に左右された言動があった際は、対処法を考え実践できるように関わっていく。

	②-1気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	・H27.10.1よりグループホームあおみへ入居となる。入居後の生活にも慣れてきており、支障なく生活出来ている。本人も生活上で困っていることはないとの事。
	今後、目標については、気になる事や不明な事に関して、家事や洗い物に限定せずに発言しスタッフと共に解決していく事としていく。よって目標や計画②に関して分けずに統一して設定していく事とする。

	②-2家事について、わからない事を相談できるようになる。
	・グループホームでは買い物（嗜好品）、洗濯は出来ているが、掃除は不十分なところあり、指導を要している。食事は朝食一週間分を母様が差し入れし、炊飯は自身で行っている。昼食・夕食は青風荘と青山荘を利用。金銭管理もしっかり出来ており、使い過ぎる事はない。

	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく。


